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◇
浄
化
セ
ン
タ
ー
第
１
処
理
場
の
運
営

　
今
年
度
か
ら
、
市
直
営
を
民
間
委
託
に
変

更
し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
変
え
る
こ
と
な
く
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

◇
都
市
計
画
関
係

　
土
地
利
用
管
理
の
方
針
は
、
都
市
計
画
区

域
の
統
合
・
再
編
に
あ
た
り
、
線
引
き
か
非

線
引
き
か
の
ど
ち
ら
か
の
手
法
に
統
一
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
法
を
検
討

す
る
た
め
、
住
民
自
治
協
議
会
代
表
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
土
地
利
用
管
理

手
法
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
既
存
の
都
市
公
園
は
、
誰
も
が
快
適
に
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、「
都
市
公
園
安

全
安
心
対
策
緊
急
総
合
支
援
事
業
」
を
取
り

組
み
の
柱
と
し
て
、
老
巧
化
し
た
遊
具
、
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
固
有
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
な

ど
を
生
か
し
た
個
性
豊
か
な
景
観
形
成
を
図

る
た
め
、
土
地
利
用
に
適
合
し
た
開
発
指
導
、

建
築
指
導
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
城

下
町
の
景
観
を
中
心
に
そ
の
保
全
と
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
で
は
、
旧
ふ

た
ば
幼
稚
園
跡
地
に
広
場
を
整
備
す
る
事

業
、
国
の
登
録
文
化
財
で
あ
る
忍
町
の
赤
井

家
住
宅
の
整
備
事
業
、
上
野
城
築
城
４
０
０

年
記
念
事
業
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
基
本
計
画
の
核
事
業
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
上
野
市
駅
前
地
区
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
」
の
再
開
発
ビ
ル

本
体
工
事
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の

完
成
に
伴
い
、
基
本
計
画
51
事
業
の
う
ち
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
８
事
業
が
完
了
し
ま
す
。
駅
前
広
場
な

ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
伊
賀
市
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
を
は
じ
め
、
株
式
会
社
ま
ち
づ

く
り
伊
賀
上
野
、
上
野
商
工
会
議
所
、
伊
賀

上
野
観
光
協
会
な
ど
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
主

体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
基
本
計
画
に

掲
げ
ら
れ
た
事
業
の
実
施
に
向
け
、
な
お
一

層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
成
す
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
男
女
が
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
な
ど
６
つ
の
政
策
が
あ
り
ま
す
。

◇
校
区
再
編

　
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学

習
や
生
活
の
場
と
し
て
望
ま
し
い
教
育
環
境

を
整
え
、学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
伊

賀
市
校
区
再
編
計
画
」
に
基
づ
き
、
そ
の
実

施
を
進
め
て
い
ま
す
。
城
東
中
学
校
に
続
い

て
、
来
年
４
月
に
は
２
校
目
の
再
編
校
と
し

て
上
野
南
中
学
校
の
開
校
を
予
定
し
て
お
り
、

１
月
に
校
舎
棟
の
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

◇
学
校
施
設
整
備

　
耐
震
度
不
足
と
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
緑
ケ

丘
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
改
築
工
事
に
つ
い

て
は
、
昨
年
12
月
に
着
工
し
、
現
在
年
内
の

完
成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
、
耐
震
度
が
劣

る
神
戸
小
学
校
、
新
居
小
学
校
お
よ
び
大
山

田
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
実
施
す
べ
く
、
現
在
入
札
の
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
す
。

◇
生
涯
学
習
の
推
進

　
平
成
19
年
に
策
定
し
た
「
伊
賀
市
生
涯
学

習
推
進
大
綱
」
に
基
づ
き
、
総
合
的
・
計
画

的
な
生
涯
学
習
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
前
期
基
本
計
画
が
今
年
度
で
終
了
す
る

た
め
、「
生
涯
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」

を
基
礎
資
料
と
し
て
、
後
期
基
本
計
画
の
策

定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
７
月
に

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
伊
賀
国
庁
跡
に
つ

い
て
、
今
年
度
中
に
史
跡
保
存
管
理
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
の
開
催
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
参
加
と
効
果
の
あ
る
事
業
実
施
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
上
野
運
動
公
園
競
技
場
は
、
日
本
陸
上
競

技
連
盟
の
第
４
種
公
認
を
受
け
る
た
め
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

◇
文
化
振
興
の
推
進

　
芭
蕉
翁
記
念
館（
仮
称
）に
つ
い
て
は
、「
芭

蕉
翁
記
念
館
基
本
計
画
（
仮
称
）」
に
基
づ

き
事
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
展
示
活

動
な
ど
計
画
の
素
案
に
基
づ
き
、
記
念
館
の

建
築
と
展
示
の
基
本
設
計
に
向
け
た
事
業
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
人
権
施
策
に
つ
い
て

　
市
の
重
要
施
策
と
し
て
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
関
わ
る
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
全
庁
を
あ
げ
て
す
べ
て

の
行
政
分
野
に
お
い
て
取
り
組
み
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
権
啓
発
で
は
、
市
民
の
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
継
続
的
に
情
報
や
学
習
の

場
の
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

差
別
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
企
業
の
営
業
活
動
に
お
け
る
差
別
地
図

の
発
覚
や
土
地
差
別
調
査
、
戸
籍
謄
本
・
抄

本
の
不
正
取
得
な
ど
の
事
件
、
中
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
携
帯
サ
イ
ト
上
へ
の

差
別
書
き
込
み
に
よ
る
人
権
侵
害
は
重
大
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ

も
少
な
か
ら
ず
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
差
別
を
助
長
す

る
す
べ
て
の
行
為
を
許
さ
ず
、
適
切
に
、
ま

た
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　
市
民
の
主
体
的
な
人
権
問
題
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
住
民
自
治
協
議
会
が
地
域

の
窓
口
に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
自
治
を
進

め
る
上
で
人
権
へ
の
視
点
や
配
慮
が
不
可
欠

で
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
も
と
に
、
行
政
が

地
域
で
の
草
の
根
活
動
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
支
援
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
啓
発
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
年
度
は
「
人
権
問
題
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」
結
果
を
踏
ま
え
、
実
態

に
即
し
た
効
果
的
な
人
権
施
策
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
、
現
行
の
計
画
を
改
定
し
、「
第

２
次
人
権
施
策
総
合
計
画
（
仮
称
）」
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
に
お
け
る
被
害
者
の
救
済
に
関
す
る
法
的

措
置
の
早
期
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
国
お

よ
び
関
係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
３
「
教
育
・
文
化
」
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

は
、
今
年
度
か
ら
の
５
カ
年
計
画
と
し
て
、

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
」
と
、
女
性
自
身
が

健
康
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
充
実
し

た
家
庭
・
社
会
生
活
が
送
る
こ
と
の
で
き
る

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
、
い
わ
ゆ

る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
つ
い
て
」
の
２
項
目
を
重
点
と
す
る
「
第

２
次
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

◇
同
和
施
策

　
平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
「
人
権
問
題
に

対
す
る
市
民
意
識
調
査
」
の
分
析
結
果
か
ら

見
る
と
、
市
民
の
「
同
和
地
区
に
対
す
る
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
現
状
」
や
「
子
ど
も
の

結
婚
相
手
が
同
和
地
区
出
身
者
だ
っ
た
場
合

の
態
度
」
そ
し
て
「
同
和
地
区
の
人
に
対
す

る
誤
解
や
偏
見
に
よ
る
う
わ
さ
な
ど
が
氾
濫

し
て
い
る
現
状
」
な
ど
差
別
の
現
実
が
市
民

の
日
常
生
活
の
中
で
ま
だ
ま
だ
生
き
続
け
て

い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
部

落
差
別
が
存
在
す
る
限
り
、
同
和
施
策
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
伊
賀
市
同
和
施
策
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
施
策
を
検
討
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

５
カ
年
計
画
で
あ
る
た
め
、
最
終
年
度
と
な

る
来
年
度
に
は
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
、
地
域
住
民
の
今
日
的
な
生
活
状
況

や
部
落
差
別
の
実
態
を
把
握
し
、
残
さ
れ
た

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
同
和
地
区

生
活
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
、
一
刻
も

早
い
部
落
問
題
の
解
決
に
向
け
、
問
題
解
決

の
視
点
に
立
っ
て
、
真
に
有
効
な
施
策
・
事

業
を
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
な
ど
４
つ
の
政
策
が
あ
り
ま
す
。

◇
鳥
獣
害
対
策

　
平
成
20
年
度
か
ら
「
伊
賀
市
鳥
獣
害
対
策

協
議
会
」
を
設
立
し
、
行
政
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
国
は
今
年
度
に
限
り

１
０
０
億
円
規
模
で
「
鳥
獣
被
害
緊
急
総
合

対
策
事
業
」
を
実
施
す
る
予
定
で
、
今
年
度

の
事
業
計
画
と
し
て
、
昨
年
度
と
同
様
に
国

の
事
業
を
活
用
し
、
鳥
獣
害
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
で
は
、
国
の
法
律
改
正

で
防
除
期
間
を
延
長
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市

の
防
除
計
画
も
延
長
更
新
を
し
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ア

ラ
イ
グ
マ
の
防
除
を
進
め
ま
す
。

◇
農
業
に
つ
い
て

　
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
本
格
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。
制
度
の
根
幹
に
は
、「
畑
作
物
の
所
得

補
償
交
付
金
」、「
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交

付
金
」、「
米
の
所
得
補
償
交
付
金
」
の
３
種

の
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。
伊
賀
米
ブ
ラ
ン
ド

を
守
り
、
一
層
の
価
値
向
上
を
め
ざ
す
た
め

に
は
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
関
係
団
体
と
今
ま
で
以
上

に
連
携
し
、
伊
賀
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会

な
ど
の
活
動
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
で
は
、
現

在
、
市
内
で
53
団
体
が
取
り
組
み
、
約
51

ｈヘ
ク
タ
ー
ルａ
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
24
日
に
は
伊
賀
鉄
道
と
連
携
し
て
、

「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
の
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、「
菜
の
花
ま
つ
り
」

を
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま

す
。
今
後
と
も
目
標
の
１
０
０
ｈ
ａ
に
向
け

て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
菜
種
油
の
消
費
・
販
売
に
つ
い
て

は
、
東
京
都
を
中
心
と
す
る
首
都
圏
に
販
売

促
進
が
で
き
る
よ
う
「
伊
賀
市
物
産
東
京
オ

フ
ィ
ス
」
を
１
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
今
後

は
菜
種
油
だ
け
で
な
く
伊
賀
牛
や
伊
賀
米
、

有
機
野
菜
な
ど
全
国
に
誇
る
優
れ
た
農
産
物

や
食
品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
安
全
安
心
な
伊
賀
産
の
菜
種
油

を
積
極
的
に
学
校
給
食
に
も
取
り
入
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
食
育
推
進
に
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◇
森
林
・
林
業
に
つ
い
て

　
昨
年
６
月
に
、
森
林
・
林
業
の
再
生
が
、
国

に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
「
伊
賀
市
森
林
整
備
計
画
」
の
変

更
を
含
め
、
森
林
・
林
業
施
策
は
大
き
な
転

換
期
と
な
り
ま
す
。
国
・
県
と
連
動
し
て
新
た

な
森
林
・
林
業
施
策
に
対
応
し
て
い
く
と
と

も
に
、
緊
急
間
伐
推
進
事
業
、
森
林
環
境
創

造
事
業
、
森
林
保
有
造
林
事
業
の
各
事
業
に

取
り
組
み
、
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
林
業
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
各

地
の
農
業
用
用
排
水
路
な
ど
の
取
水
施
設
を

で
き
る
だ
け
長
く
使
う
た
め
、
現
行
の
市
単

独
補
助
制
度
な
ど
を
有
効
に
活
用
す
る
中

で
、
大
規
模
な
改
修
に
至
る
前
に
、
早
い
段

階
で
修
繕
す
る
延
命
対
策
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
労
政
・
雇
用
対
策

　
厳
し
い
雇
用
状
況
の
中
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
伊
賀
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
と
も
情
報

を
共
有
し
、
市
内
情
勢
の
把
握
と
必
要
な
雇

用
お
よ
び
経
済
対
策
を
検
討
し
、
国
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

◇
工
業
振
興
関
係

　
公
的
工
業
団
地
「
ゆ
め
ぽ
り
す
伊
賀
ク
リ

エ
イ
ト
ラ
ン
ド
」
の
全
51
区
画
は
完
売
し
て

い
ま
す
が
、
企
業
の
立
地
状
況
は
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
の
が
現
実
で
す
。
４
区
画
３
社
が

未
操
業
で
す
が
、
今
年
は
２
区
画
２
社
が
創

業
を
開
始
す
る
予
定
で
、
新
た
な
雇
用
の
創

出
に
つ
な
が
る
よ
う
引
き
続
き
立
地
予
定
企

業
の
早
期
操
業
に
向
け
た
支
援
活
動
を
行
い

ま
す
。

◇
「
産
学
官
連
携
事
業
」
の
推
進

　

産
学
官
連
携
地
域
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

『
ゆ
め
テ
ク
ノ
伊
賀
』
が
開
設
さ
れ
て
２
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
重
大
学

と
の
共
同
研
究
の
実
績
が
あ
り
、
商
品
化
ま

で
進
ん
で
い
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。
伊
賀
市

の
新
し
い
産
業
お
こ
し
の
た
め
『
ゆ
め
テ
ク

ノ
伊
賀
』
に
期
待
し
、
農
商
工
連
携
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
観
光
振
興

　
春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
伊
賀
上

野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
今
年
も
開

　
第
４
「
産
業
振
興
」


